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２．課題

３．整備効果
効果１ 大規模災害発生時の道路機能、代替路の確保 【◎】
・津波浸水範囲を回避し、大規模災害発生時に信頼性の高い道路ネットワークを確保

効果３ 高次医療施設への速達性向上 【◎】

・日高自動車道の整備により救急搬送の速達性が向上し、高次医療施設カバー人口が増加（図7）

○苫小牧市内の高次医療施設60分カバー圏（新ひだか町）
【現況】0人 → 【静内IC（仮）整備時】約12,100人（52%） → 【整備後】約14,200人(61%)

一般国道２３５号（日高自動車道） 静内三石道路（静内～東静内）に係る新規事業採択時評価
しずないみついし しずない ひがししずないひだか

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は厚真IC～浦河を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（R3年）における現在価値を記載 （現在価値算出のための社会的割引率：4％）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

注）上段の値は厚真IC～浦河を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 図９ 整備後の防災機能ランク

③高次医療施設へのアクセス

①大規模地震・津波の発生リスク

・日高地域は、今後30年以内の大規模地震の発生確率

が高く、大規模地震の発生により、国道235号（静内～

東静内）の約85％が津波により浸水すると想定。

（図3､4）

・津波浸水予測範囲

に位置する国道

235号が寸断した

場合、自衛隊によ

る救援・救助、復旧

活動等の遅延が懸

念。（図４）

ひ だ か

と ま こ ま い し ん

・日高地域には心筋梗塞や脳卒中の急性期医療を

担う医療機関がなく、苫小牧市や札幌市の高次医

療施設に依存。

・大規模な地震・津波の発生に備えた信頼性の高い道路ネットワークを確保し、住民の安心・安全と国土強靱化を実現。

・市街地の通過による速度低下や信号交差点等による走行中の揺れの回避により、全国一の生産を誇る軽種馬産業を支援。

・高次医療施設へのアクセス向上により、救急医療活動を支援。

１．事業概要

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,400台/日 約1,000台/日 約1,300台/日

・起 終 点：北海道日高郡新ひだか町静内神森

～北海道日高郡新ひだか町東静内

・延 長 等：8.0ｋｍ

（第1種第3級、2車線、設計速度80ｋm/h）

・全体事業費：約520億円

・計画交通量：約7,700台／日
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○津波浸水予測範囲に位置する国道延長
【現況】浸水区間7.8km（現道延長の85％） → 【整備後】浸水区間0km

○代替路の確保 【現況】未確保 → 【整備後】確保

効果２ 安全性・安定性の高い物流ルート確保による地域産業の活性化支援 【◎】
・市街地部の信号交差点や線形隘路区間、事故危険区間を回避することで、軽種馬等の地域産業

の活性化を支援

○苫小牧市内の高次医療施設～新ひだか町（東静内地区）間の所要時間
【現況】72分 → 【整備後】59分（13分短縮）

○信号交差点・線形隘路区間
【現況】信号7箇所、線形隘路2箇所→ 【整備後】信号0箇所・線形隘路0箇所

図7 苫小牧市内の高次医療施設60分カバー圏

さ っ ぽ ろと ま こ ま い

・新ひだか町から苫小牧市への救急搬

送は、心筋梗塞の救命効果が期待でき

る60分での到達が困難。安心して暮ら

せる地域を形成するには苫小牧市や

札幌市への速達性が課題。 （図7）
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図3 今後30年以内の震度6弱以上の
地震発生確率

資料：全国地震動予測地図（2020年版）より作成

日高地域

②軽種馬の長距離輸送

・日高地域は、全国生産頭数の約8割を

占める全国一の軽種馬産地であるが、

信号交差点や線形隘路区間で発生す

る走行中の揺れに起因する輸送熱※を

発症しているほか、貨物車の重大事故

発生割合が全道平均の約1.8倍と高く、

安定かつ安全性の高い輸送路の確保

が課題。（図5､6、写真1）

ひ だ か

写真１ 市街地を走行する馬運車

※輸送熱とは、走行中の揺れやストップ＆ゴーに
起因する馬の呼吸器疾患。

図4 日高地域の津波浸水想定区間
及び救援救助想定ルート
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図6 貨物車の重大事故発生割合
出典：事故マッチングデータ（H23-R2）
※重大事故は死亡事故、重傷事故
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全体延長： ８．０km
土工延長： ５．２km（６５ % ）
橋梁延長： ０．８km（１０%）
トンネル延長： ２．０km（２５%）
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曲線半径（R<150m）

交通量（Ｈ27全国道路・街
路交通情勢調査）

市街地

地すべり地帯

遺跡・神社・墓地

主要施設

牧場施設・公園

交通量台/日

11,480台/日 6,822台/日



・現道の国道３３６号は津波浸

水予測範囲を通過するため、

大規模災害発生時の広尾町

の孤立が課題。

（図３、写真１）

楽古橋

十勝港

津波発生時では、広尾町
住民の約8割（約6千人）が孤立

する恐れ

地吹雪発生箇所 津波浸水箇所

写真2 並行する国道336号
地吹雪による視程障害（H28.1.19）

写真1 重要港湾 十勝港
地震による津波被害状況

（H23.3.11）
図３ 津波浸水、地吹雪による災害危険箇所

全国の食料供給を支える重要拠

点であり、十勝港の開発により、

取扱貨物量が増加傾向。

（図４、５、６）
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改善度 評
価通常時 災害時整備前 整備後
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◎

・十勝港は十勝圏で生産される

小麦など全国生産量１位の農産

品等の出荷や飼料原料の輸入

などを担っていることから、

一般国道２３６号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（豊似～広尾）に係る新規事業採択時評価

・現道課題箇所を回避し、災害時においても機能する信頼性の高い道路ネットワークを形成
・重要港湾十勝港とのアクセス向上により全国の食を支える地域産業を支援
・高次医療施設へのアクセス向上により、救命救急医療活動を支援

おびひろ ひろお たいき ひろお とよに ひろお

・起 終 点：北海道広尾郡広尾町字紋別

～北海道広尾郡広尾町字ラッコベツ

・延 長 等：１２．３km（第１種第３級、２車線、設計速度８０㎞/h）

・全体事業費：約４８０億円

・計画交通量：約４，１００台／日

広尾町字紋別
ひろおちょう もんべつ

重要港湾十勝港

（国際物流ターミナル整備中）

１．事業概要

乗用車 小型貨物 普通貨物

約2,500台/日 約700台/日 約900台/日

ひろお ひろおちょう もんべつ

図１ 広域図

大樹広尾道路

（豊似～広尾）
とよに ひろお

たいき ひろお

図２ 事業位置図

ひろお ひろおちょう

②全国への食料供給を支える港湾
アクセスの効率性・安全性

広尾町字ラッコベツ
ひろおちょう

とかちとかち

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.2

（0.7）

5.2%

（2.0%）

2,641億円※2

（352億円※2）

3,200億円※2

（245億円※2）

注）上段の値は帯広川西IC～広尾IC（仮称）を対象とした場合、下段（ ）

書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率

※２：基準年（R3年）における現在価値記載（現在価値算出のための社会

的割引率：4％）

■費用便益分析結果
（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

豊似～広尾
延長12.3km

とよに ひろお

■道路ネットワークの防災機能評価結果

注）上段の値は帯広川西IC～広尾IC （仮称）を対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 図11 整備後の防災機能ランク

・現道の国道３３６号では地吹雪発

生箇所で重大事故の発生割合が

高く、また線形不良区間で事故危

険区間が存在する等、安全な輸

送ルートの確保が急務。

（図３、７、写真２）

とかち
穀物サイロ 配合飼料工場

肥料センター

小麦サイロ

石炭ヤード

耐震強化岸壁

大型船舶に対応可能な
航路整備（-14m航路）

や泊地を整備

平成16年、13m岸壁完成
大型貨物船が入港可能となり、

海上輸送コストが削減

図５ 十勝港の開発計画

飼料コンビナート
(年間生産量40万t)

【航空写真】NTT空間情報

十勝港国際物流
ターミナル

（令和9年完了予定）

-13m岸壁

資料：十勝港取扱貨物の推移（広尾町）

図４ 十勝港の飼料原料
（とうもろこし）取扱量推移
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・地吹雪発生箇所や事故危険区間を回避し、効率性や安全性の高

い物流ネットワークを形成することで、全国の食料供給を支える

十勝・オホーツク圏の地域産業を支援。（図１０）

帯広市内の高次医療施設冬期６０分カバー圏人口（南十勝）

【現況】約１２,７００人（６４％） ⇒  【整備後】約１７，６００人（８９％）

地吹雪発生箇所【現況】２箇所通過 ⇒ 【整備後】０箇所通過

事故危険区間 【現況】２箇所通過 ⇒ 【整備後】０箇所通過

・十勝圏の高次医療は管内唯一の第三

次救急医療施設がある帯広市へ依存

しており、広尾町の救急搬送先は約５

割が帯広方面。（図８）

・大樹広尾道路の整備により速達性が向上し、帯広市内の

高次医療施設60分カバー圏が拡大し、救急医療を支援。

効果３ 高次医療施設への速達性向上 【◎】

③高次医療施設へのアクセス

３．整備効果

おびひろ

たいき ひろお おびひろ

効果１ 災害時の信頼性の高い道路ネットワークの構築 【◎】
たいき ひろお

図８ 広尾町の救急
搬送先割合（R2）

資料：とかち広域消防事務
組合ヒアリング結果

(R3帯広開発建設部)
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図９ 帯広市内の高次医療施設
冬期６０分カバー圏（南十勝）
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・大樹広尾道路の整備により緊急時の道路の多重性が確保され、大規模災害発生時の広尾町の

孤立を回避するなど、信頼性の高い道路ネットワークを構築。

帯広市

とかち

ひろお

効果２ 全国への食料供給を支える物流の効率性・安全性の向上 【◎】

※拡大図

広尾町国民
健康保険病院

広尾町
市街地

・広尾町をはじめとする南十勝の人口

の約４割が冬期には６０分以内に帯広

市へ到達できない状況で、速達性の確

保が急務。（図９）
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おびひろ

大規模災害発生時の孤立人口（津波浸水） 【現況】約6,000人 ⇒ 【整備後】約200人

資料：国勢調査（Ｈ27）

資料：国勢調査（Ｈ27）

飼料を食べた牛が家畜市場へ
牛乳が乳製品へ

海外から
原料輸入

全国各地へ出荷

全国各地へ出荷

十勝港

図１０ 十勝・オホーツクの農業を支える十勝港

十勝港の後背圏貨物量
（農産品及び飼料：t/週）

0t
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500～1,000t未満
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輸送ルート
小麦
馬鈴薯
飼料
生体牛
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【輸送ルート】 資料：平成24～令和2年度北海道開発局調べ
【後背圏貨物量】 資料：平成24年度港湾貨物利用実態調査

※調査期間：H24.11.5～H24.11.11

豊似～広尾
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※孤立人口は、津波浸
水予測図により、国
道が通行不能になっ
た場合、孤立する集
落の人口を集計。

※冬期カバー圏は、ETC2.0プローブデータにより設定した冬季低減率を、通常期速度
に乗じた冬期速度により算出。
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資料：作物統計（農林水産省）
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重大事故割合（国道336号）
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資料：事故マッチングデータ（H23-R2）※冬期は12-3月
※重大事故は死亡事故、重傷事故
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一般国道２３６号（帯広・広尾自動車道） 大樹広尾道路（豊似～広尾）に係る新規事業採択時評価
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